














1 研究目的 

臨時教育審議会の設置により、にわかにクローズ・アップされた教育改革の諸問題が、そ

の背景として思春期にみられる多くの課題を伴っていることはいうまでもない。とりわけ

思春期の中学生や高校生の生活指導に関する諸問題は単に教育の分野だけではなく、思春

期の保健問題としてとらえなおす必要がある。 

本研究は思春期における心身の健康上の諸問題を総括的に把握し、思春期保健の諸問題が

母子保健システムのなかで、どのように位置づけられるべきかを検討したうえで、望まし

い思春期保健システムを確立するための提言を行うことを目的としている。 

初年度に当たる昭和58 年度は、全国の中学校および高等学校の校長宛にアンケートを送付

し養護教諭から回答された内容について基本的な統計処理を行い、その結果を報告した。

今年度は、クロス集計など詳細な分析検討を行い、問題点をさらに明確に把握し、さらに

地域保健システムと学校保健システムとの連係を考慮した思春期保健システムの検討に着

手した。 


